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１）共同研究の目的 

従来、中･大規模下水処理場においては、中容量の送風機（直結式多段ターボブロワや歯車増速式

単段ターボブロワ）を複数台設置し、運転台数の発停管理により効率の良い送風機運転を行ってきた

が、この方式では、送風機を複数台設置するため、電力費や維持管理労力が大きくなりやすいという

課題があった。本共同研究は、新規開発した大容量高効率送風機（高速軸浮上式ターボブロワ／定格

吸込風量：約 300～900㎥/min）を少数台集約設置することによる消費電力量の削減効果、ならびに、

送風機の運転状態の自動診断やメンテナンス業務の遠隔支援を行うことが可能な、ICTを活用した遠

隔監視システムによる維持管理労力の低減効果の確認を目的とした。 

２）共同研究の概要 

福岡県内の下水処理場において、既設の鋳鉄製多

段ターボブロワ全 6 台のうち 360 ㎥/min×2 台を、

実証機（高速軸浮上式ターボブロワ）720㎥/min×1

台に集約して約 1年間運用し（表－１、図－１）、省

エネルギー効果を確認するとともに、遠隔監視によ

る維持管理支援（図－２）を行った。なお、実証期 間

中は実証機を主機、既設機を風量不足分補うための

補機として運転を行った。 

 

３）共同研究の成果 

実施期間中の運転結果に基づき、実証

機 1 台に集約する場合と既設送風機で

複数台運転する場合の消費電力量を試

算した結果、大容量高効率送風機に集約

することにより、約 11%の消費電力量の

削減効果が確認された（表－２）。また、

ICT を活用した遠隔監視システムによ

り、運転状態の自動診断やメンテナンス

業務の遠隔支援が可能なことも確認さ

れた。 

表－１ 実験概要 

図-１ 集約設置イメージ 

 福岡県　御笠川浄化センター

 2019年11月30日～2020年11月6日
 （運転時間8,052時間）

 型式 MAG-M55 ／機種 高速軸浮上式ターボブロワ

 720m
3
/min×63.7kPa　………　1台

 鋳鉄製多段ターボブロワ

 240m
3
/min×63.7kPa　………　3台

 360m
3
/min×63.7kPa　………　3台
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合計 1,418,179 m3/日

各 機 種 の み で
1年間運転した場合の
年 間 消 費 電 力 量
（ 計 算 値 ）

9,993,729
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1年間の送気を実証機または既設機のみで
行った場合に消費する電力量
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既設ブロワと実証機の配管フローの違いによ
る吐出圧力差から発生する動力差を補正

消 費 電 力 量 差
▲1,205,162
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※　風量原単位　：　(各機種が1日に消費した電力量[kWh])÷（1日に送気した風量[m
3
]）

表－２ 実証機と既設送風機の消費電力量の比較 

図-２ 遠隔監視及び維持管理サポートシステム 

メーカー工場


